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( 科目コード：8809020007AP)

【改訂】第 4 版（2010-04-14）
【科目】プラズマ工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】生産システム工学専攻・2 年次
【担当教員】

大手 丈夫

【授業目標・教育方針】
　 宇宙間物質の 99.9％以上がプラズマの状態にある。
プラズマは半導体の製造、ダイアモンドの合成、各種材料の表面改質、核融合などに使用され重要視されている。こ
のプラズマを（気体）電子工学等の観点から学習する。プラズマの基礎および発生、診断、制御から応用までを多方
面の角度から学び、境界領域の分野であるプラズマプロセシング（基礎理論、プラズマスパッタリング、プラズマ
エッチング、プラズマＣＶＤ等）に関する理解も深める。電子工学の一分野としてプラズマを取り扱うことができる
ようになり、プラズマ工学の基礎力や解析および設計の能力が身につく。

【授業概要】
    本科目の総授業時間数は、1.5 時間× 15 回＝ 22.5 時間である。　
各分野で重要視されているプラズマとその応用技術（プラズマプロセシング）について学習する。プラズマの基礎、
発生、診断、制御を学び、さらにプラズマプロセシングが境界領域の分野であるという観点から、その理論を展開し、
具体的な事例についても解説する。
 内容の詳細は次の通りである。
気体電子工学の基礎、プラズマ工学の基礎、プラズマの基礎方程式、磁界中のプラズマ、プラズマの発生、プラズマ
の診断、プラズマの制御、プラズマプロセシング、プラズマと物質の表面、プラズマの応用、総まとめ

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：「プリント」
参考書：林泉　著：「プラズマ工学」　朝倉書店
　　　　Brian  N. Chapman  著、岡本幸雄　訳：「プラズマプロセシングの基礎」　電気書院

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし ( 座学）

【備考】
「事前に行う準備学習」：
　学科３年の「電磁気学Ⅰ」および、学科４年の「電磁気学Ⅱ」を復習しておいてください。

【成績評価方法】
［前期］期末試験：80%，レポート：20%，その他：前期のみの科目です。　期末試験（小テストを含む）を　８０％
　の割合で、およびレポートと授業中の発表等をあわせて　２０％　の割合で評価します。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
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【授業計画】（授業名：プラズマ工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 気体電子工学の基礎 気体電子工学などの基礎（気体運動、単一荷電粒子の
運動、粒子衝突、マクスウェル分布、拡散など )

第 2 回 気体電子工学の基礎・プラズマ
工学の基礎

気体電子工学などの基礎、プラズマ工学の基礎、プラ
ズマの定義や種類および構成要素、プラズマの諸量

授業中の発表（輪番）

第 3 回 プラズマ工学の基礎 プラズマに関する基礎事項（プラズマの性質と特性、
プラズマ中の振動、弱電離および強電離プラズマな
ど）

授業中の発表（輪番）

第 4 回 プラズマの基礎方程式 プラズマの基礎方程式 授業中の発表（輪番）
第 5 回 磁界中のプラズマ 磁界中のプラズマ レポ－ト、小テスト等
第 6 回 プラズマの発生 プラズマの各種発生法（放電や熱および光などによる

発生法、放電の種類など）
授業中の発表（輪番）

第 7 回 プラズマの発生 プラズマの発生法 ( 放電：直流放電、高周波放電、マ
イクロ波放電など）

第 8 回 プラズマの診断 プラズマの各種診断法（プロ－ブ法、電磁波法、分光
分析法、具体的な事例など）

第 9 回 プラズマの制御 プラズマの各種制御法（プラズマの制御の概念、必要
性、 具体的な事例等）

レポ－ト、小テスト等

第 10 回 プラズマプロセシング プラズマプロセシングの基礎事項（プラズマ処理の長
所と 短所、一般的理論、プラズマ化学など）

第 11 回 プラズマと物質表面 プラズマと材料表面（表面に関する基礎事項、シ－
ス、材料表面へのプラズマの作用など）

授業中の発表（輪番）

第 12 回 プラズマの応用 プラズマスパッタリング、エッチング、ＣＶＤなどに
関する理論や具体的な事例等

授業中の発表（輪番）

第 13 回 プラズマの応用 プラズマによる表面改質に関する理論や具体的な事例
等

授業中の発表（輪番）

第 14 回 プラズマの応用 その他のプラズマプロセシング（プラズマ重合、熱プ
ラズマ、プラズマプロセシングの将来など）、総まと
め

授業中の発表（輪番）

第 15 回 期末試験 期末試験 期末試験
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